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校長 坂 野 修 一

読書のすすめ
日本代表は残念ながら敗れてしまいましたが、ラグビーワールドカップはまだ続

いています。明日明後日の準決勝、そして来週末の３決･決勝と楽しみは続きます。

そして、ラグビーが終わったら、秋の夜長は「読書の秋」がいいかなあと思っていま

す。明後日２７日(日)から１１月９日(土)(文化の日を中心にした２週間)は読書週間

です。今年の読書週間の標語は、「おかえり、栞の場所で待ってるよ」です。電子書

籍では栞をさすことはできませんが、分厚い本を読んでいる時の栞はとても大事で

すね。何かの拍子で栞が落ちてしまった時、「あれ、どこまで読んだっけ…？」と探す

のもたまにはいいでしょう。

全国の読書週間にあわせ、ここ山梨でも読書活動促進事業実行委員会が、「本の中に山梨を探せ！」

と銘打った企画を実施しています。「山梨にゆかりのある本、本の中に山梨が登場する作品を広く県民に

紹介し、私たちのふるさと山梨の魅力の再発見につなげる」という企画です。そこで本校でも、来月１９日

(火)の図書集会の中で、山梨の関連した本の紹介をしたり朗読をしたりと、図書委員会が準備を進めて

いるところです。

バンドフェスティバルまであと１週間。終わったところでの６日(水)～２９日(金)が本校の読書週間で

す。図書集会以外にも、様々な取り組みを進める予定です。本を読むことによってまだ見ぬ人々や出来

事、さらには様々な考え方に触れることができます。作者や登場人物に直接会って話をしなくても、本の

中で時代や民族や場所を越えて話しかけることができます。活字離れが進んでいると言われている昨今

ですが、この読書週間を契機に、読書が習慣になるようにと思うこの頃です。ご家庭でもお声をかけてい

ただけたらうれしいです。

学校開放日へのご来校、ありがとうございました！
泉ホールに響き渡る音色にうっとりしながら、「この至福の

時間が続けばいいなあ…」と思っていたのは私だけではない

でしょう。今年も、夢のような時間があっという間に過ぎていき

ました。全員で歌った♪早川南小学校校歌♪…。まさに、心が

一つになった時間でした。聴いている子どもたちの表情も良

かったです。毎年毎年良い音楽を聴いている子どもたちは、他

校の子どもたちに比べて、きっと耳が肥えていると思います。こ

のような機会を毎年与えていただいている、硯匠庵様、市当局

の皆様には、本当に感謝の気持ちでいっぱいです。

終わった後の演奏指導も良かったです。指導されたことを生かして１１月２日には演奏をしてくれること

でしょう。昨日は、本番の衣装を着て練習をしました。やる気スイッチがさらに入ったことでしょう。本番ま

で１週間になりました。健康に気を付け、来週も大詰めの練習を頑張ります!(^^)!

午前中の授業の参観はいかがでしたでしょうか？授業参観の日は、「来るかな来るかな？、いつ来るか

な？」と保護者の皆様の参観を心待ちにしている子どもたちの姿があります。公私に忙しい毎日かと思い

ますが、次回の授業参観には、是非大勢の保護者の皆様のご来校をお待ちしております。

 
 


